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《特 集》

日本 に お け るX線 学 研 究 の あ け ぼ の

-医 学利用前史: 物理学者がはたした役割-

天野良平 (金沢大学医療技術短期大学部)

1. は じ め に

100年 前 の レン トゲンに よる 「X線 の発見」は今世紀

につ なが る最大 の発 見であ った。 放射性元素 の発見, X

線結 晶学, X線 診断学, X線 天文学 の 成立 と20世 紀

に生 まれた 自然科学 のすべての分野に影 響 を 与 え た。

この世紀 の 大 発 見 が, 明治20年 代後半の 日本 の近代

科 学 の草創期 に どの ように伝来 し, そ の 頃 の 科学者 に

どのよ うに受容 され たかをみるのは面 白い。4人 の科学

者に登場をねが い, X線 との関わ りについて考えてみた

い。

2. 長 岡半太郎先生 とX線 写真送 付

3年 間 の ドイツ留学 の最後 の年(1896年)の 正月を, 

日本 の若 き物理学者 の長 岡半太郎はベル リンで過 ご して

いた。 この留学生 活を振 り返 りなが ら日本の近代科学に

思 いをはせ, また帰る準備のあわただ しい 毎 日で あ っ

た。 しか し長 岡半太郎 はデ ュ ・ボアの実験室での磁気 の

研究 とベル リン大学での週1回 の コロキ ュウムに顔をだ

す とい う生活 は依然 続けていた。 この コロキ ュウムは卒

業生, 学生や教授 たちが, 互いの理 論や実験を発表 し批

判 しあ う談話会 で, 理 論を研究す るものは実験結果に精

通 し, 実験 をや る ものは論理の鍛練 す る, 自由で活発な

雰 囲気 の集会 であ った。長 岡は この会が楽 しみで欠か さ

ず 出席 していた。

この冬 のある 日, いつ もの ように コロキ ュウムに出て

み てびっ く りした。 大発見があ った とい うことで, 会場

に入 り駄きれ んほ どの人が聴 きに きていたのである。 「何

だ」 とい うと,「 ヴュル ツブル クの レン トゲンが新 しい

ラデ ィエー ションを発 見 した」 とい う。話を聴いて 「こ

れ はす ごい発見 だ」 と長岡は思 った。1月4日(土)ベ

ル リン大学 で 開 催 さ れ た 「ベル リン物理 学会第50年

祭 」 で, ヴァール ブル クが レン トゲンか ら送付 されたX

線写真 を陳列 した。 「やは り, これはす ごい発見だ」 レ

ン トゲ ンのX線 写 真を見た長岡は, X線 写 真を手 にいれ

て 日本 に送 ってや りたい と思 っていた。1月6日 には早

くも 「ベル リン内科学会」 でヤス トロヴィツが手 のX線

写 真を供覧 し医学利用 に言及 した との話 も聞いた。 各地

の医学会は こぞ ってX線 の医学利用 を報告 す るようにな

って きた。 留学 して いる医学者た ち もX線 が診断に大変

有 効な手段であ るとい う展望 の書信 を 日本 に送 った こと

だ ろ う。 レン トゲ ンの報告か ら1～2週 間の うちに, ヨ

ー ロッパ各地のX線 実験 は成功 していた。

や っ と長 岡は 「手のX線 写真」 を手 に入 れ ることがで

きた。 それをす ぐ山川健次郎 の ところへ, レン トゲンの

X線 発 見の報 とともに送 った のである。そ の写真 は1896

年(明 治29年)3月25日 発行 の東洋学芸雑誌174号 の

巻頭 に紹介(第1図)さ れた。 この写真 はハ ンブル ク大

学物理 学教 室で撮影 された もので あると推察 され る。 ハ

ンブル ク大学の フォレーは, レン トゲ ンか ら直接 別刷 と

X線 写 真を送付 して もらった一人 で, いち早 くレン トゲ

ンの追試 に成 功 していた。 彼は撮影 したX線 写真 をバ リ

の週刊誌 「イ ラス トラシオ ン」 に発表 した。 長 岡が送付

し東 洋学芸 雑誌の巻頭に載 った写真 と 「イ ラス トラシオ

ン」 の写 真を比較す るとたいへん よ く似 ている。 「イラ

ス トラシオ ン」 の写真の撮影 日は1896年1月17日 と

なっている。長 岡の もらったX線 写真が, 海を渡 った の

もこの ころ(1月 中旬)で あろ うと思われ る。お よそ1

か月 して 日本 に着 くことになる。

長 岡 自身は, 留学中 も帰国 してか らもX線 の研究を行

うこ とはなか った。 しか し新 しい物理学の流れ の中にい

た といえる。大学 院研究生の とき(1889年)ヘ ル ツの電磁

波を, 日本 では じめて紹 介 し追試 していた。 後年(1903

年)に, 独 創的な 「土星型原子模 型」 を提唱 した のであ

る。

3. 水野敏之丞先生 と 「れんとげん投影 爲眞帖」

長 岡半太郎 か らの書信 とX線 写 真に よって, 東京大学

の山川健次郎, 鶴 田賢次 それに第一高 等学校の山 口鋭之

助, 水野敏之丞 らが, 2月 中旬 「X線 の発見」の報を知

った。 レン トゲ ンの論文 の別刷 を読 み, レン トゲンの新

しい発見が レナル トな どの陰極線 の実験 と同 じよ うな真

空放電 の装置 で実現 できる ことを知 って驚 いた。 この研
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究にす ぐ取 り組 むのである。 しか し当時 の 日本 の科学 技

術は近 代化に 目覚めたばか りで西洋に比べる とたいへん

遅れていた。 大学 や第 一高 等学校 といえ ども, 研究のた

めの電源, 感 応 コイル, クル ックス管を準備す る ことす

ら容易でなか った。蓄 電池の備え もままな らず, 自ら酸

にむせびなが らブ ンゼ ン電 池を作 らねばな らなか った。

また真空ポ ンプもス プレンゲルポ ンプを利 用す るしかな

く, 真空度の高い クル ックス管を作るのに 大 変 苦 労 し

た。 同級の鶴田 と水 野が, それぞれ独立にX線 の追試実

験 に取 り組んでいた。 鶴田はガ ラス細工を得意 としてい

た し, 水野は電気を得意 としていた。

「レン トゲンのX線 に しろ陰極 線に しろ, いずれ もマ

ックス ウエルーヘル ツにその研究の端を発 し て い る。 自

分は学生時代にマ ックス ウエルの理論に接 し, 独力 で発

振器 と受振器を作 りあげ, 最 も早 くヘル ツの実験を実現

した。X線 の実験 もなん とか成功 させたい。」 と水野 は

考 えて いた。 しか し実験は ともに遅 々と して進 まず 困難

、を きわめた。 鶴 田は山川の指導 と水木友次郎 の協力 の も

と, 水野は 山 口, 高 島卯吉, 三浦畔次郎 の協力 のも と, 

お よそ1か 月間の昼夜を問わず の苦心努力 の結果, よう

や くX線 の発 生に成 功 した。 最 も苦心 した点 は クル ック

ス管の真空度をあげ る点であ った。 しか し排気 が不十 分

な管で も長 く引 きつづけ何度 も放電を行 うと, 真空 度 も

次 第にあが って くることを見つけ, 目的 の クル ックス管

を作製 する ことがで ぎるよ うに なった のである。両 グル

ー プとも3月 中旬にX線 の発生に成功 していた。

鶴田はX線 の発生や本質に関 して興味 を もった。 水野

はX線 の透過性に関 して興味を持 ち, X線 の写 真作用, 

蛍光作用を利用 して色 々の物体 のX線 像 を得ていた。 訪

問者や講演で忙殺 され る 日々のなか水 野は明治29年5

月に一冊の小冊子 「れん とげん投影寓眞 帖」(第2図)

を山 口と共著 で公 に した。

「れん とげん投影鳥眞帖」 は 日本で最初のX線 科学書

であ り最初 のX線 写真集 である。 本は全体で38頁 か ら

な り, 前半が解説, 後 半がX線 写 真で構成 されてい る。

解説で は, 陰極線概論, レナル トの陰極線の研究, レン

トゲンのX線 の発見, 第一 高等学校物理学実験室で の実

験 と結果につ いて触れ ている。X線 写真は, クル ックス

第1図 長岡半太郎 が送付 した 「手 のX線 写真」

第2図 水野敏之 丞「れん とげん投影爲眞帖」の表紙

「れ んとげ ん投 影爲眞帖」の文字は, 朱で西洋紙

活版刷 りの 反 古 に 書 い た も の で あ り, 下 の

Barium Platin Cyanur/Fluorescenzの 欧 文 字

は, シア ン化 白金 バ リウム溶 液で西 洋紙に書いて

乾燥 させ た ものであ り, X経 透 過実験 に使用 した

ものである。
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管の管壁 と写 真乾 板を30cmほ ど離 して撮影 され て お

り, た とえば 小鯛 の撮影 で5～10分 間を要 した とい う。

掲載 された写真は, 生物 の写真が9図 版, 器物 の写 真が

7図 版 である。生物 は人 の手(第3図), 雀, が ま, 小

鯛, 白鼠, たつ のお と しご, とか げ, 魚, お よび蛙 があ

る。器物はが ま口, 小刀 と鉛筆等, 櫛 と寒暖計, 懐 中針

入, コンパ ス と眼鏡, 箱入分銅, および種 々の物質 があ

る。水野 らは投影写真の説 明の ところで, この書 の投影

写真が あま り巧 くい ってい ない こ とを述べて いる。 それ

は写真乾板 の焼 き方 の過不足に よって アー トタイプ紙 に

写真を写す のが普通 の写真 の場合 よりも難 しく, 原乾 板

は明瞭 に映 ってい るものでもこの本 のアー トタイプ紙 で

は明瞭 でな くなるものが あると述べ ている。

水野 らが 当時撮影 したX線 写真 は80数 葉 といわれ て

お り, この時 の写真 の一部が この 「れん とげ ん投影爲眞

帖」に収め られた。 どれ も現存す る最 も古 いX線 写真 と

い うことがで ぎる。 この書はX線 学の黎 明を知 る史料 と

して貴重であ る。

「マル コーこの無線通信の発見」がそ の年伝わ ると水

野は発振器を作 った経験を生か し無線通信の研究に打 ち

込む ことにな る。X線 研究か ら離 れ て い る。 この理 由

は, 真空放電や陰極線の研究の経験 が少なか った こと, 

無線通信 に関 して基礎的知識や経験 があ り大 きな展開が

期 待で きた こと, さ らに設 立され たばか りの京都帝国大

学 へ転任 した ことな どが考 え られ る。彼 は以後なが く無

線通信 の研究 を行 いその道 の権威者 とな った。 彼の研究

が 日露戦 争の 日本海海戦時 お よびその後 の海軍の無線技

術に大いに寄与 した こ とは有 名である。

4. 丸茂文良先生 と細菌のX線 照 射実験

X線 実験 の第二陣は, 明治29年5月31日 に済生学 舎

校 友会 の例会 で, 聴衆1, 300名 以上 の前 でX線 の講義実

験 した 医学士 の丸茂文 良であった。4月 初 め よ り写 真館

玄鹿館 の鹿 島清兵衛 の援助 を受け なが ら, 写真 術を今津

正二郎やバ ル トンらに学び夫人むね を助手 に, 4月 の末

にX線 の発生に成功 した。 丸茂 は物理学 に造詣 が深 く, 

医学部 に学ぶ傍 ら東京物理学校に も学び, 大学生 の頃 よ

り医科 大学別科 の物理学教育 を担 当 し, 東京高等 師範学

校飯盛挺造 の助手を勤め医師養成私立学校済生学舎 の物

理学講師を勤め てもいた。

講演録 「レン トゲ ン氏の所謂X光 線?の デ モ ン ス ト

ラチオ ン」に彼が試みたX線 実験にっい て の 記 述 が あ

る。X線 が病気治療に利用 できないか と考 えて いた。X

線 の発生に成功 した4月 の末 に, 細菌をX線 で照射 して

殺 した らど うか とい う実験 の提案をす る。伝染病研究所

の北 島のところ にゆ き数種 の細菌を もらい, そ の夜す ぐ

実験 を行 った。37～8度 の艀卵器 で実験 した ら, 偶然か

細菌 が死んで仕舞 った。 も しX線 で死 んだ の な ら と 思

い, 再 確認 しようと伝染病研究所 の医 師中川愛 咲 と共同

研 究を頼み実験 した。 しか し彼 の思 った とお りにいかな

かった と述べてい る。前の実験装置 の艀卵器 が よくな く

40～60度 にな っていたか も しれ ない と言 っている。今後

十 分に検討 しなければな らない と言 っている。

この ように細菌のX線 照射実験 は成功 しなか った が, 

講 演 「レン トゲン氏の所謂X光 線?の デモ ンス トラチオ

ン」 は, 物理学 と医学を学んだ彼 ならではのX線 につい

ての考 え方 が随所にあ らわれていて興味深い。

5. 村 岡範 為馳先 生と 「X放 射線の話」

X線 実験 の第三陣は第三高等学校 の村 岡範為馳, 糟 谷

宗 資お よび島津製作 所の 島津源蔵, 同弟源吉 らの京 都の

グルー プらに よる もので, 明治29年10月10日 に成 功

した。

村 岡範 為馳 は 自らのX線 実験は まだ成功 していない頃

か ら レン トゲンの研究 とその医学応用価値を正 当に評価

していた。実験 を始 めて まもない7月9日 に, 京都府教

育会 の求 めに応 じてX線 についての講演を行 ってい る。

第3図 日本人が撮 影 した現存す る最古 の 「手 のX

線写 真」

(1) 人 の 手
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そ の講述書 「X放 射線の話」(第4図)を 京都府教育会

が 村上 勘兵衛書店 よ り発行 した。 彼のX線 に対す る考え

が述べ られていて興 味深い。 このなかで, 彼はすでにベ

クレルの放射能の研 究について も紹介 してい る。彼 らの

実 験 の記載については 「京都におけ るX線 研究の揺藍時

代 と島津製作所 レン トゲン装置の沿革概要」(島 津製作

所 発行)に 詳 しい。

彼 らのX線 実験 も苦心 を重ね る。 や っと彼 らは, 電源

には島津製作所が明治28年 第4回 勧業 博覧会で有効賞

を受賞 した直径1mの ガラス板 を 持つ ウイムズハース

ト感応起電機を使用 し, クル ックス管は ドイ ツよ り笠原

光興が送 った ものを使用 し, 10月10日 に数十 分かか っ

て桐箱のなかの-円 銀貨 の撮影 に成功 したのである。 こ

の時は まだ蛍光板を使用 していなか った。 蛍光板作 りに

も苦労 した。

この グル ープの特徴 は, 成功後X線 装置, 蛍 光板, 写

真術に改良を重ねて商品化 にまで技 術を洗練 してい る点

にあ る。蛍光板 を硫酸 カル シウムか らシア ン化 白金バ リ

ウムに, 高圧電源を ウイムズハース ト感応起電機か らや

は りブ ンゼン電池-感 応 コイルに と改良 して い く。明治

30年 に国内初 の実験用X線 装置 を製 作 し販売する。村岡

は各地か らの実験講演 の依頼 に応えつつ, 島津源蔵 らと

共に使いやす く臨床応用 できる ような装 置への改良を重

ね ていた。

6. お わ り に

西洋の近代科学の-大 発見 である 「X線発見」 は, 西

洋学術文化の摂取の気概 あふれ る草 創期 の 日本人 科学者

達を刺激 し, 日本で も レン トゲ ンの発見 か ら1年 を待た

ず してX線 実験に成功 した。 東京 大学理科 大学 の山川 健

次郎は学界の指導老 と してX線 学 の普及 指導に努 め, 第

-高 等学校の水野敏之丞はX線 の実用面 に注 目しX線 写

真撮影を積極的に行い とそ の成果を公表 していた。済 生

学舎の丸茂文良はX線 による病気 の治療 に思いを馳せて

いた。 第三高等学校 の村 岡範 為馳 は設 備の不 備を克服 し

X線 装置の改良に力を注い でいた。 これ が発 見か ら1年

経 たない明治29年 の日本 の状況 である。物理学 者, 長

岡半太郎, 水野敏之丞, 丸茂文 良, 村 岡範 為馳 のX線 学

の揺藍期に残 した足跡 を訪ね てきた。 長 岡の 日本へ送付

したX線 写真, 水野の 日本最初のX線 関係 小冊子 「れ ん

とげん投影爲眞帖」, 丸茂 の講演録 「レン トゲ ン氏の所 謂

X光 線?の デ モンス トラチオン」, 村 岡の講述 書 「X放 射

線の話」の 一見を薦め る。

第4図 村 岡範為馳rX放 射線 の話」 の表紙

この手のX線 写真 は村 岡範為馳 自身 が撮影 した も

のではない。 「横 浜の商 人が所持 している器 械で

写 した もの とい う」 との記述 が本文 中にある。


